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Abstract In shape matching of organs with large deformation, to obtain correct correspondence
is a problem. To address this issue, model-based shape matching is recently explored, however,
stable update of model vertices is needed to match distant structures. This study proposes a
shape matching method of organs considering smoothness of displacement. A concept of dier-
ential displacement eld is introduced for improving Laplacian-based shape matching techniques.
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wij(vi   vj) (1)



















































STEP 4 目的関数 E を最小化する v0i を算出．
STEP 5 STEP 1に戻る．



















次に STEP 3において，STEP 2で求めた形状類似度
Qに基づいて，位置制約点 pi を求める．位置制約点 p
は式 (4)によって表され，また，求め方の簡略図を図 4
に示す．
p = vs +
l
m













最後に STEP 4において，目的関数 E を最小化する




kL(v0i)   L(vi)k2 +
nX
i=1
ikpi   v0ik2 (5)
vi は現在の形状の i番目の頂点座標，i は重み，pi は
i番目の頂点の位置制約点の座標である．第一項が形状
保持制約，第二項が位置制約となる．











vs を L(us)の逆方向に移動させた頂点 vl を頂点 vs の
代わりに用いて位置制約点を求める．vlは式 (6)によっ
て求める．





























図 5: 人工データ 1
図 6: 人工データ 2
に基づいて 3通りに変形させた．作成した形状は以下の
通りである．それぞれの外観を図 5に示す．
 　球：直径 180mm（頂点数 642，三角形要素数
1280）
 　楕円体 1：球の z > 0の領域に+z方向の，z < 0
の領域に  z 方向の大きさが等しい対称な外力を
加え，z軸方向が 240mmとなるように変形
 　楕円体 2：球の z > 0の領域に+z方向の，z < 0
の領域に z方向の大きさが 1 : 3の非対称な外力
を加え，z軸方向が 240mmとなるように変形
 　楕円体 3：球の z > 0の領域に+z方向の，z < 0
の領域に z方向の大きさが 1 : 5の非対称な外力
を加え，また球の z > 0の領域に+y方向の，z < 0
の領域に  y方向の大きさが等しい対称な外力を
加え，z 軸方向が 230mm，y軸方向が 185mmと
なるように変形
含気時の肺の形状から脱気時の肺の形状への形状マッチ




 　左上葉：z軸方向の長さ約 160mm（頂点数 502，
三角形要素数 1000）
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図 7: 頂点間距離の結果
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